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新
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世

界

へ

つ
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い

う

こ
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。

患

者
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医

療

情

報

を

選

択

す

る

顧

客

だ

と

み

な

す

考

え

は

、

患

者
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選

択

の

責

任

を
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身

が

負
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独

り

の

存

在

だ
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い

う

前

提
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あ
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、

し

か

も

そ
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選

択

は

漠

然
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し

た

欲

求
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従
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て

行

わ

ざ

る
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え
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う

危

険
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い

う
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。

社
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治

安

維

持

の

た

め

な

ら

精

神

障

害

者

を

排

除

す

べ

き

だ

と

い

う

考

え

か

ら

、

地

域

の

共

同

体

が

苦

し

む

彼

ら

に

積

極

的

に

寄

り

添

い

、

支

援

す

る

べ

き

だ

と

い

う

共

助

を

重

視

す

る

考

え

に

変

わ

っ

た

と

い
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ケ

ア

を

通

じ

て

の

み

繋

が

る

関

係

性

や

家

族

と

の

関

係

性

で

は

な

く

、

見

ず

知

ら

ず

の

非

感

染

者

も

参

加

し

て

、

苦

し

む

患

者

た

ち

の

心

身

を

医

学

や

疫

学

に

よ

ら

な

い

独

自

の

方

法

で

、

相

互

に

支

援

し

合

う

と

い

う

新

し

い

か

た

ち

の

緊

密

な

関

係

性

。
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